
町
で
は
、
少
年
期
に
お
け
る
人
権
意
識
の
向
上
を
め
ざ

す
人
権
教
育
啓
発
活
動
と
し
て
、
次
の
と
お
り
鞍
手
町
人

権
子
ど
も
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
人
権
学
習
や
自
学
学

習
、
様
々
な
体
験
学
習
を
行
っ
て
お
り
、
随
時
申
し
込
み

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
鞍
手
人
権
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週
月
曜
日
の
午

後
５
時
か
ら
６
時
30
分
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
舟
川
隣
保

館
▽
対
象
者
＝
新
延
小
学
校
・
剣
北
小
学
校
・
剣
南

小
学
校
・
古
月
小
学
校
の
児
童

●
八
尋
人
権
な
か
よ
し
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週
水

曜
日
の
午
後
４
時
30
分
か
ら
６
時
30
分
ま
で
▽
と
こ

ろ
＝
八
尋
集
会
所
▽
対
象
者
＝
西
川
小
学
校
・
室
木

小
学
校
の
児
童

●
鞍
手
中
学
生
人
権
子
ど
も
会　

▽
と
き
＝
毎
週
月
曜

日
の
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
▽
と
こ
ろ
＝
八
尋
集

会
所
▽
対
象
者
＝
鞍
手
中
学
校
生
徒

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生
涯
学
習
係
（
中
央
公
民
館

内
）
☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

鞍
手
町
商
工
会
青
年
部
で
は
、
次
の
と
お
り

「
第
８
回
く
ら
て
星
空
シ
ア
タ
ー
」
を
開
催
し
ま

す
。
上
映
す
る
作
品
は
『
ミ
ニ
オ
ン
ズ
』。
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
製
作
の
大
ヒ
ッ
ト
ア
ニ

メ
「
怪
盗
グ
ル
ー
」
シ
リ
ー
ズ
に
登
場
し
人
気

を
博
し
た
謎
の
生
物
“
ミ
ニ
オ
ン
”
た
ち
が
主
人
公
の
コ
メ
デ
ィ
映
画
で
す
。

映
画
上
映
の
ほ
か
に
も
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
、
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、
風
船

ピ
エ
ロ
シ
ョ
ー
、
子
ど
も
サ
ー
ク
ル
Ｐ
Ｒ
大
会
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
出
店
も
多
数
で
、
今
回
は
筑
豊
地
区
商
工
会
青
年

部
に
よ
る
百
円
縁
日
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ラ
ス
ト
は
恒
例
の
花
火
で
締

め
く
く
り
！  

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

５
月
29
日
（
日
）
▽
開
場
＝
午
前
10
時
30
分
▽
開
会
式
＝
午
前
11
時

15
分
頃
（
終
了
後
各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
）
▽
映
画
上
映
＝
午
後
６
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

町
立
体
育
館
及
び
中
央
公
民
館
敷
地
内

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
商
工
会
青
年
部
☎
４
２
局
０
３
５
７
番
ま
で

2016.５−６

楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

ま
ち
の
芸
能
人
大
集
合

く
ら
て
芸
能
ま
つ
り

●
鞍
手
町
文
化
連
盟

六
ヶ
岳
に
登
ろ
う
�

●
六
ヶ
岳
を
考
え
る
会

鞍
手
町
文
化
連
盟
で
は
、
次
の

と
お
り
第
25
回
く
ら
て
芸
能
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
も
舞
踊

や
歌
の
愛
好
者
が
多
数
出
演
し
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

５
月
15
日
（
日
）
午
前
10

時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
文
化
連

盟
（
中
央
公
民
館
内
）
☎
４
２

局
７
２
０
０
番
ま
で

六
ヶ
岳
を
考
え
る
会
で
は
、
次

の
と
お
り
六
ヶ
岳
統
一
登
山
を
行

い
ま
す
。
山
頂
で
は
、
豪
華
景
品

な
ど
が
当
た
る
イ
ベ
ン
ト
も
行
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
家
族
や
友
だ
ち

と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

６
月
５
日
（
日
）
午
前

９
時
45
分
集
合

●
集
合
場
所　

長
谷
登
山
口
（
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
参
加
費　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

六
ヶ
岳
を
考
え

る
会
鞍
手
地
区
担
当
（
鞍
手
町

商
工
会
青
年
部
）
☎
４
２
局
０

３
５
７
番
ま
で

体
験
学
習
や
自
学
学
習
、

い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
が
あ
り
ま
す

人
権
子
ど
も
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

●
鞍
手
町
教
育
委
員
会

５
月
29
日
（
日
）、
星
空
シ
ア
タ
ー
を
開
催
し
ま
す
�

●
鞍
手
町
商
工
会
青
年
部

森  恵津子さん
（新北）粘土

外国人の少年を
頭に描きながら、
樹脂粘土で作成し
ました。
鯉のぼりを工夫
しました。少年の
目には、つけまつ
毛をつけていま
す。高さ47セン
チメートルです。

鞍
手
の
明
日
を
紡
ぐ
会
で
は
次

の
と
お
り
、
中
央
公
民
館
で
英
会

話
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
内
容
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

毎
週
月
曜
日
の
午
後
７

時
か
ら
８
時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
費
用　

五
百
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

鞍

手
の
明
日
を
紡
ぐ
会
（
栗
田
）

☎
（
０
８
０
）
３
９
９
２
局

４
６
３
０
番
ま
で

英
会
話
サ
ロ
ン
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
鞍
手
の
明
日
を
紡
ぐ
会

鞍
手
町
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト

で
は
、
次
の
と
お
り
第
１
回
企
画

「
講
演
会
」
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
と
き　

５
月
28
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
内
容　

▽
演
題
＝
異
文
化
交
流

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
文
化
」
▽
講
師

＝
石
田
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
さ
ん（
直

方
市
在
住
）

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
男
女
共

同
参
画
ネ
ッ
ト
代
表
小
島
美
智

子
☎
４
２
局
５
２
１
４
番
ま
で

男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト

第
１
回
企
画
「
講
演
会
」

●
鞍
手
町
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
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移
住
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
東
京
か
ら
播

野
さ
ん
ご
夫
婦
が
２
か
月
間
移
住
さ
れ
ま

し
た
。
隣
組
の
歓
迎
会
で
移
住
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
応
募
さ
れ
た
思
い
や
経
歴
を
聞

き
新
し
い
風
を
感
じ
ま
し
た
。
田
舎
暮
ら

し
に
早
く
な
じ
ん
で
も
ら
お
う
と
、
我
が

家
で
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
、
白
菜
漬
け
と
ゆ

室
木
の
何
が
自
慢
か
。
母
な
る
六
ヶ
岳
、

古
文
書
に
は
六
ヶ
岳
に
宗
像
三
女
神
が
降

臨
さ
れ
、崎
門
の
山
に
も
ろ
ぎ
を
建
て
、室

木
の
里
に
六
嶽
神
社
を
建
て
、
安
産
の
守

り
神
と
し
て
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
か
ら
地
域
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
受
け

継
が
れ
た
六
嶽
神
楽
、
六
ヶ
岳
水
系
の
清

が
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。

ど
の
地
域
に
も
自
慢
で
き
る
素
晴
ら
し

い
歴
史
と
文
化
が
あ
り
、
そ
れ
を
播
野
さ

ん
ご
夫
婦
の
力
を
借
り
発
信
し
、
寛
容
な

心
で
移
住
者
を
受
け
入
れ
、鞍
手
町
が
「
晴

れ
た
ら
い
い
ね
。」
と
思
い
ま
す
。

ず
胡ご

し
ょ
う椒
作
り
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
興
味
を
も
っ
て
熱
心
に
取

り
組
ま
れ
体
験
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
発
信

さ
れ
て
い
る
内
容
を
拝
見
し
、
こ
れ
か
ら

鞍
手
町
で
移
住
体
験
を
希
望
さ
れ
る
方
が

興
味
を
持
た
れ
る
も
の
で
、
町
民
の
１
人

と
し
て
嬉
し
い
で
す
。

ら
か
な
水
で
育
つ
お
い
し
い
室
木
の
米
、

６
月
の
夜
に
乱
舞
す
る
ホ
タ
ル
の
光
は
幻

想
的
で
心
を
癒
さ
れ
ま
す
。
室
木
に
も
自

慢
で
き
る
歴
史
と
ロ
マ
ン
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
が
か

か
ら
ず
、
世
帯
数
が
減
少
し
空
き
家
が
増

え
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
町
の
存
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
津
津
代
士
さ
ん
（
室
木
・
63
歳
）
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晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

次
回
は
、
立
石
照
德
さ
ん
（
室
木
）
で
す
。

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の 100字以内の感想もお願いし
ます。役場政策推進課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

リフォーム 高鍋清美さん
（小牧）

青山裕洋さん
（くらじ短歌会）短歌

帰省して２日間
のみ居た子が帰っ
てゆく朝、靴箱の
上の水仙にしばら
く顔を寄せてい
て、それが別れの
あいさつのごとく
「いい匂いがする
ね」とつぶやいて
出てゆきました。
１年に１度会う
か無しかの遠くの
子です。

№ サークル名 活動日

1 アロハ・フラ鞍手Ⅰ 第1・2・3月曜日

2 リフォーム教室 第1・2・3月曜日

3 和敬会（茶道Ｂ） 第1・3水曜日

4 琴由利会（大正琴） 第1・3月曜日

5 アロハ・フラ鞍手Ⅱ 第1・2・3月曜日

6 歌を楽しむ会 第1・2・3・4月曜日

7 木彫教室 第1・3火曜日

８ 郷の会（万年毛筆実用書道）第1・3・4金曜日

9 鞍陶会（陶芸教室） 毎週火・金曜日

10 一般書道 第1・3水曜日

11 押花教室Ａ 第2・4水曜日

12 装友会（表装） 第1・2・3木曜日

13 押花教室Ｂ 第1・3木曜日

14 木洩れ日俳句会 第2・4木曜日

15 どれみの会（コーラス） 第1・2・3金曜日

16 茶道Ａ（表千家） 第2・4木曜日

17 手編み教室 第1・2・3金曜日

18 くらじ短歌会 第1金曜日

19 鞍手太極拳クラブ 第1・2・4金曜日

平成28 年度 中央公民館自主サークル
● 中央公民館自主サークルの皆さん

中央公民館では、次のとおり 19 のサークルが生涯学習
活動を行っています。興味がある人はご連絡ください。一
緒に集い、学びあい、友だちづくりをしましょう。

二
日
居
て  

帰
り
ゆ
く
子
が  

玄
関
の

　
　
水
仙
匂
う
を  

言
い
て
出
で
た
り

半コートが必要と思
い作りました。厚手の
生地だったので、衿ぐ
りやボタンホールに苦
労しましたが、着てみ
ると暖かく、大変重宝
しています。

● 問い合わせ　中央公民館☎４２局７２００番まで


